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^
ゼ
..が
''出
來
^-
の
^

あ
^
^
 ̂

.

.

.

.
'
'し
.
'
.
...'
；
.
'
.
.
: 

 ̂

-

,

,

.

'第

1

1

ぃ
：隹

國

爲

齋

沛

凝

を

■

:;
^

名

敗

着

。
'

前

述

の

如

べ

に

、
、
銀

行

が

取

-5
|

: %

力
要
泰
に
應
じ
- ^

爲
替
の
資
買̂

な
し
、
し
が
も
そ
の 

:

資
^

^

■

高

為
.

相

囊

(

.

S

す
る
：と
：■

ば
、
..酿
 

.て

.

す
：ベ
て
決
濟
さ
れ

i

け
で

.

あ
る
。_

_

.. 

.

し

參

意

：い

銀

行

が

全

ぐ

受

働

的

逢

ゼ

漸

引

し

:

盗

：裏
 

こ
と
は
、'

M

例
期
待
す
る
こ

'

.

と

力

出.來
な
ル
)0
‘し

か

も"；̂

猶
&
替
の
:-
«

^

が̂
避
^

^

:か
_、
或
は
質
ス
髙
が
超
過
す
る
が
、
.
乃
至
は
如
御
な(

る

種

類

の

..外

國

爲
 

. #

.
に
.づS

て

斯

か: ^
'

^

具
超
過.を

..生
^

る̂

は

へ

.
各
:«

行

每

忙.，相

違

衝

承

の

で

.あ

^

。
.そ
れ
故
：_に
、

一
銀
行
は
他
'の
鈒
衍
と
.の
間
に
取 

引
決
衝
ふ
と
.
*に
.ょ
.つ
て
>「

肩
赞
の
持
髙
を
寶
裡
.め
文
は
1貝
迦
»
る

:^
^

際

的

支

拂.が

.決

濟

さ

れ

：
る
一
わ

^

で
、あ

る

.々

'
.
パ

.；

へ：
V
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, 

'

•■
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.に
へ
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.
•
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.
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•
•
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•
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.

.
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•• 

.- 

,
'
•
.
、.
’ 
一'
'
- 

.' 

■

-

:

尤

も

銀

行

：が

.そ
0

爲

替

持_

を
，
1

:

@ナ

る

に.
當
.
.
0文

は

、.必
'令

レ

、も.自
|

.

替
.取

場

：の
へ
み
げ
於
，い
.て

相

弔

方

を

求

め

各 

の
で
.
あ
つ
て
.

そ
の
爲
替
咐
向
國
の
帘
場
を
通
じ
A

も
同
様
の
目
的
を
壤
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
と
_

〉

の
場
合
：ど

も

、

自

國

I

凑

.市
場
を
通
ず
る
の
A

そ
'の
事
柄
に
は
/>
.し
も
變
り
が
な
い
の
で
あ
る
。

. 

：
.
.

■-
■

.- 

,

.
第
一
一
：
、
m

三
國
市
場
を
通
ず
名
決
濟
。
以
土
第
一
及
び
第
，ニ
の
決
濟
方
^

は
關
保
ニ
國
間
に
於
け
^

支
：拂
.を
想
^

し
.て
ゐ
.る

の

.で
あ 

■;
じる
9

若
し
.當
該
雨
國
間
0
:
支
挪
が
相
5:

に
岗
：.
1
で
あ
：る
な
ら
ば
、：.
祺
上
.わ
.方
：法
1

以
つ
て
完
濟
さ
^

る
こ
^

に
：な
る
0

'-
,し
か
し
4

ら
、
.

.

,
4

_

_
の
_

に

於
:^

て

ぼ

？
時

鹿

ゎ

、

.'

.

'

-

.

こ
の 

.

(

.
：
■.觀
法
ー
國
間
め
貧
费
が
必
ヤ
聚
額
を
生
淨
る
と
ど
咕
も
聰
か
次
こ
^

卷
が
^

ぃ
從
づ
:̂

方
法
の
.み
を
以 

'■
'

.

,--
>

.
て
.し
.
て
_岭

.
'
_相
茧
(0
;
:
支
狒
.

5
売
濟
す
る
と
と
が
出
來
ず
、̂
い̂

^

が
の
銀
^

に
必
^

爲
替
持
高
が
^

^

の
命
あ
る
孓
そ
と
で
、■
断
か 

\ 

- 

_ 

:

る
持
.高

ど

有

レ

、
暫0
:方
免
被
濟
¥
ん
と
づ
ろ
饭
行
柹
ハ 

'そ
：れ
_

:

.
兩
國
妒
_

ぞ
れ
關
聯
を
_

す
：る
第
三
_

の

爲

膂

苽

場

を

通

じ

.て 

-:
.
.出
合
故
を
求
^

で
：̂
.
ち
.

_

冷
て
'
そ
々
受
：拂
.を

完

：濟

ず

る

岑
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_
.
g
:H
'
r
ls,

階
の
決
_

は
そ
.
の
贿
序
を
示
ず
も
の
ヤ
ゅ
な
く
、
：：常
：に
鉢
線
じ
，

y

行
：は
れ
る
の
で
れ
る
，が
：、、
：寥

外

國

爲

替

.
に

^

る

阈

際

丨 

,

.

.'.
'
:
-的
支
#

0

:決
濟
を
分
析
す
れ
ば
以
上
に
歸
菸
す
5

?
の
で
あ
る
。
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■
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;
,次
比
之
を
阈
民
經
濟
.±;
か
も
み
.ょ
ぅ
、じ
兀
來
、
'外
W

に
対
す
る
偾
顧
者
及
被
.微
.務
者
は"

外

國

爲

替

；の
.；利

用#

ょ
つ
^
之
を
決
濟
す 

..
''.
.
'■,
$ぐ

ど
.が
_

來
夺
の
：_セ
.あ
：る
げ
.作
ど
ぢ
-
そ
.れ
ば
_

ル
的
立
場
か
.ち
が
だ

•
 

-- 
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.
ら

み

る
：̂
'v
>

债
撤
者
•
.[!
-

務
者
間：

の
.支
彿
關
係
は
維
局
爲
替
取
則
の
相
系
方
农
名
銀
行
間
の
貸
借
關
係
'に

さ

れ

る

だ

け

で

あ

つ

て
へ

....

:•
.

• 

' -
 
.
.
.
'
'
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,
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V

個
人
的
立
場
に
於
け
る
‘決
濟
は
必
ず
し
も
阑
尺
經
濟
上
の
決
濟
に
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
阈
域
經
濟
上P

は
、
斯
か
る
銀
行
間
の
貸
借
.

,

關
係
が
M

に
她
の
措
镫
に
ょ
つ
て
支
拂
は
れ
て
こ
そ
、
初
め
‘て
完
濟
さ
れ
る
こ
-̂

に
な
る
の
で
あ
：る
。
バ

.

, 

'
.
: 

と
こ
，ろ
で
、一

國
の
陬
際
收
支
な
る
も
9
は
"

理
詉
的
に
は
•必
ず
各
拂
の
一
致
し
な
け
れ
ば
な
k

ぬ
も
の
で
あ
る
，

が
、
し
か
し
.
そ
れ 

は
形
式
阶
又
は
結
眾
と
し
て
觀
た
場
合
の
こ
と
で

あ
り
、
之
を
實
質
的
叉
は
結
果
に
到
る
過
程
と
し
て
み
る
と
、

f

乂
拂
金
額
は
.必
ず
し
，
. 

—

.

,

經
濟
圈
支
拂
決
濟
制
度
に
關
す
る
沿
千
の
沿
察

,

.

-

"

U

も
，
四

五

(

九
七
：ゾ

：
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鸫
濟
陶
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決
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制
度
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,

‘
も
均
衡
す
る
も
の
で
は
な
い
*0

，の
み
な
ら
ず
、
ょ
し
ん
被
澍
外
受
狒
金
額
は
均
衡
す
る
と
し
て
も
、
之
を
取
別
關
睡
の
結
ば
れ
る
多
數 

'
の
相
平
'國
に
'つ
い
イ
み
る
と
バ
或
る
國
に
對
し
て
は
受
取
超
過
と
^-
り
、
他
の
國
に
對
し
て
は
支
拂
越
過
と
，な
る
が
如
く
、
そ
の
關
係 

は
複
雜
で
あ
る
り
從
つ
て
.相
手
國
<p

異
る
铄k

1

々
相
7/
:

の
間
で
決
濟
し
.
ょ
ぅ
と
し
た
の
で
は
、
到
底
究
濟
す
1

こ
と
は
出
來
な
5

の 

で

あ

衣

。
，
そ

こ

で

、

j

相
手
國
に
對
す
る
受
取
®
過
金
額
，を
#:
の

支

拂

鐵

過

：
の

相

.手
國
又
は
.全
ぐ
第
コ
著
の
■立
場
-に
立
つ
國
.に
移
轉
し 

、て
以
つ
て
決
済
-
の
用
に
供
す
る
^

要
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

, 

，

‘

丨

し
か
もu

の
場
合
"
部
H
國
と
し
^
利

用

洚

れ

る

國

，
そ
の

.も

^
が
，比

較

的

多

數

で

あ

、
る

'と
す
る
な
ら
.ば
、
,そ

れ

等

：の
第
ー
ー
一
阈
を
叫
弔 

す
I
國
の
側
：に
於
い
て
は
究
拂
決
濟
が
出
來
る
け
れ
ル
も
、
现
用
さ
れ
る
第
三
國
隹
_
の
側
て
は
相
蒸
の
間
に
奸
借
關
係
が
#
,银
し
>
.
_ 

更
に
そ
ル
等
笫
コ
ー
a

の
間
に
決
濟
を
行
ふ
心
要
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
^

^
に
、
^Ti

國

の

地

從

に

海

タ

國

が

が

、
ぺ
一
：
ヶ
嚷
と
^

ふ 

が
如
く
比
較
的
少
數
で
あ
る
な
ら
ば
，

.1
H
;界

緖

國

の

受

拂

關

係

が

；；こ
れ

#
第
^
1
.
ー»-
に

藥

中_

^-
:?
>
-
-れ
.、,-
*
.
2
|
,0
^
^
|
.
に

國

際

的

支

拂 

が
全
‘體

，と

し

て

完̂
さ

れ

得

る

の

で

あ

る
5°
骝

つ
て

ま

た

、

世
界
多
■敷
の
諸
國
は
、
そ
の
抓
忍
弔
國
の
：..ぅ
ぢ
緣
る
國
r'
對

し

：'て
生
ず 

,る
.受

取

輝

過..額
を
.絕
ズ
ず
篇
該
第
1ー；1國
<に
移
轉
^

^
す

る

方

針

を

：採

り

(

.依
つ
.て
以
つ
て
支
拂
超
過
と
^
る
.相

系

國

に

對

す

る
^ '
拂
に 

振
问
け
る
匕
と
が
出
來
る
の
，で
あ
る
。

-
I 

パ
:

パ
.
.
'
'
.
^
' 

:

勿
論
斯
ぺ
の
如
き
資
金
の
撖
_
は
、一

國
全
體
と
し
て
一
元
的
に
行
は
れ
る
杉：

け
セ
は
だ
く
、/
實

際

：

：

に
：は
旣
：述

の

如

：く

.に
各
個
の
爲
. 

替
鈒
行
が
そ
れ
ぞ
れ
興
の
資
金
運
用0

方
針
と
し
て
行
ふ
の
で
，あ
る
が
'.
*
そ
の
結
果
は
之
■を
國
民
經
濟
.土
^
ら
.み
る
'

と
-
.

國
際
的
支
拂 

は
す
べ
て
第
’三
國
を
經
出
し
て
最
衡
の
決
濟
が
遂
行
さ
れ
る
と
V

ふ
に
と
に
歸
潰
す
る6

で
あ
る
句
.；
換
ー
ー
一
一

i

す
れ
ば
、
自
由
經
濟
時
'代
に
. 

於
い
て
も
*
す
べ
て
の
國
際
的
支
撖
が
取S

關
係
あ
る
常
事
掘
間
に
於
い
-て
直
接
決
濟
さ
れ
る
わ
け
で
ば
，な
ぐ
、
ノ
そ
の
或
る
部
分
は
先
：
. 

—

づ

一

風
斯
か
る
屮
心
的
站
三
阈
と
の
關
保
に
#
さ
'れ
、
冬
こ
で
集
屮
的
に
決
的
さ
れ
る
没
取
り
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
^

?

•

然
る
に
:'
撕
く
の
如
く
第
三
國
令
掘
じ
て
靡
極
の
.決
濟
が
行
.は
れ
る
場
合
に
は
、
#
•#
多
數
國
間
の
取
引
^
ば
洗
^
厢
係
爾
國
の
v>
'

.
' 

J

れ
か
の
通
貨
を
以
つ
ズ
1

し
、
.然
る
後
相
5:
の
間
で
完
濟
さ
れ
な
’い
差
額
部
分
だ
好
,̂

:§
-ニ
國
- ^
貨
に
'移
し
^

: #
第

す

：'る

と
い
ふ 

i
り

も

、'初

：.め
：か̂

、

當

該

第

U:

蘭

'の
魅
貨

)

を

以
'つ
へ
.て

決

濟

す

多

.

即
ち
經
濟
取
引
.
.は
©

係
！̂

の
[i
n

.
賞
值
接
行
&

れ
.る
：が

、
，
，

.
そ
(7
3
:
丧
濟
だ
け
ば
兩
國
を
#

^

、第
ー̂
^

は
れ
る
の
で
ぁ
る
？
•而
し
て
こ
の
場
合
に
は
、
斯
か
る
第
1
1
1國
通
貨
が
：章

界

襲

め

_
位
に
.寒

0

^
ぁ
.名
。、：.
.し
，V

ベ
，

ン
 

,

と
こ
ろ
で
、
斯
か
•る
第
三
國
の
.役
割
を
勤
む
る
國
は
、、
<

つ̂
れ
..の
：國

で

き

，
.て
.も

よい
と
，
いふ

.
わ
げ
^

.と 

ぃ
ふ
の
は
、
世
界
多
數
國
間
の
取
引
の
決
濟
■

國
を
通
じ
.て
抒
は
し
め
得
る
に
は
、
先
づ
自
國
咱
身
が
廣
ぐ
多
數
諸
國
叠
額
.の
：取 

引
を
行
ふ
と
同
時
に
、
淸
箅
に
必
要
な
る
.機
關
機
鞲
等
の
盤
®
し
て
^
る
こ
と
を
條
件
と
す
ぶ
力
で
ぁ
つ
て
、
さ
、も
.饭
け
れ
ば
斯
が
名 

靑
#
は
到
底
行
ひ
得
な
い
'か
ら
で
ぁ
る
。
之
^
現
實H

.

つ
い
.V:

み
'る

上

、

斯

か

る

猶

際

的

，決

濟

.の

..市
場
と
し
て
の
地
像
を
占
め
來
わ
炎 

も
め
は
-ロ
，ン
，.ド
ン
..及
..び
.
-
'
.
ユ.ゥ
‘
：ョ
.
1
:ク
で
，̂

つ
；た
:°
'即
ち
近
1|
1
.世

.#
經
^
の
#
展
と
典
に
1;
つ
.ロ
ン
ド
ン
力
•傭
力
る
地
位
に
'立
^
' 

、第
マ
次
大
看
ア
-メ
リ
ヵ
の
經
濟
的
地
位
が
ィ
ギ
リ
ス
を
凌
駕
す
る
に
至
る
や
'

二
ユ
ゥ
*
ョ
ー
ク
が
口
ン
ド
ン
と
相
#
ん
セ
词
様
.

Q: 

役
割
を
勤
む
る
に
:€
つ
た
の
で
ぁ
る
。 

' 

/

■

-

,

.
■/
'

'•
'
.
•
•
ハ

か
く
し
て
近
年
て
於
い
ぐ
は
、
ポ
ン
'ド
*
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
.ド」

ル
'と
ぼ
國
際
的
な
支
拂
を
決
濟
す
べ
：き
世
界
通
*

の
地
位
を
古
め
來
つ
'

.

.

.

.
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•
.
:
*
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た
の
で
あ
る
。
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•
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.
，へ

.
’
.
'

以

上

の

如

く

し

て
、

_
!±
1
經
濟
時
代
に
於
い
て
，も
、
國
際
的
.支
拂
は
個
> 
の
國
'々
の
間
で
直
接
決
濟
さ
，れ
る
と
い
ふ
^
と
^
;it
較
的 

少
く
、'
'大
部
分
は
.ロ
ン
ド
ン
，
又
は
-

^

f

v-•
ョ
.丨
ク
を
.通
じ
ぃ
多
?3
的
溃
鮮
機
耩
が
自
ら
形
成
\さ
れ
^

ゐ
农
の
&

^

。̂
從
つ
て
'1U
界
. 

諸

國は
？！

ン

ド

ン

又

は-

1

ョ
彳
ク
を
_

れ
て
決
濟
し
ょ
ぅ
と
'1
^
て
も
、
十
分
圓
滑
に
は
行
ひ
得
な
い
、狀
態
に
在
つ
.
^の
：：で

宴

.

.

■ 

■ 

.

*
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濟
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支
狒
決
濟
制
度
に
即
す
る
荇
干
の
4
察
' 

, 
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' 

.=
T
V

ヽ

ノ
 

て
、
國
際
支
狒
體
制
は
ボ
ン
ド
及
び
ド
ル
の
支
视
下
矿
在
つ
た
と
い

3

こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る

0 

\ 

'
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,
自

由

經

濟

時

代

杧

於

げ

る

國

際

的

支

*

获

濟

姻

度

，
が
.;«
\
ド
：
\

ふ
.：ご
.と

ゆ
、
.

' ^
述

し

|
|
と

AJ

ろ

か

ら

大

體

池̂
出

來

ょ

ぅ

と

思

ふ
..が
.；
&/
;
:の

事
.は

亦

-
、
.
外

國

餘

替

4

性

質
.，か

ら

も

領

推

し

得

，る
こ

.と

.：で
へ

;.

「

.
_
〒
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'
\
.
'
.
.
.
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一
 

»

:
.
ポ
^

外
國
诗
替
は
-

之
を
國
民
嚴
靜
上
.か
1̂
^

れ
は
、
現
会
|>
:
刺
用
す
^

^
と
^

く
し
て
'國
際
貸
借
を
.決
濟
す
る
機
權
で
あ
：る
と
い 

'
尾

,̂
が

通

3

こ

の

機

變
：
> 

:
理
論
的
亡
は
：

關
係
}

1.

國
の.霞

：：

み

允

構

成

す

る

こ
^

^

^

る̂

し
V
;
:叉(

.

5
多

數

諸

國

の 

:■
.
.間

に
^

構

響
.々

德

，が

出

來

石
fc
け

き

あ

■

や

全(

に
決
濟
が
.;m
^

る
け
れ
ど
.
4

ゾ
素
じ
.そ
^

が
等
じ
か
^

ざ
れ
雜
”

南
^

だ
分
で
^
完
觀
し
得
な
-̂
こ

と

に

為̂

而

も

自ri
l
經
濟 

の
建
.前
;^

於
:̂

て
_は
-1
:

^

^

の
受
拂
金
■

林
I

:

し
.̂;
\A
'
，ひ
を
_
例
と
:̂
5:

の
>..あ
各
0
,從

.0
:て
' 
外

國

爲

構

；の
發
褒
龄
態
は
菸 

.

然
的
に
.多
數
爾
間
に
'^

け
％
多
角
的
馨
的
職
糨
た
ら
寒
る
を
.得
^

い
へ
の
：
で

：あ

灰

0-
：

^

一
都
打 

.
に

於

妨.る

多

數

銀

樹

が

、
，
そ

^

ぅ
^

.
の4

;

銀

筏

ぞ

觀

.
-.

そ
^
.
_で
.

.
經

德

圈'に
.
.潘

：
け

ズ

處

屬

狹

^.

制
庇
を
如
何
に
^

成

实
^

か
に
關
L
 

C
は
、
そ
：.の
.機
鞲
と
も
'
て
.g

自
«1

經
濟
_

代
：の
そ
れ
.
. 

ッ
玄
.

せ
.ば
#

§

と
い
4

こ
左
义
在
る
_
0
'
;
.
佝
と
&

れ
_

..け

.て
'
お

：^

が
；.；：

經
濟
.圈
經
濟
は
乇
_瓜
{|
|體

.；

r

o

の
-fi
t

界
經
濟
.と
：同
等
の
，
^

け
る
指
導
的
地
；位
に
立
っ
國
を
中
心
と
し
炎
多
灼
的
集
中
的
袂
濟
制
度
を
權
成
す
れ
ば
、
經
濟
圈
支
狒
決
濟
制
度
は
.鬼
成
；
^
る
.智
な
の
.
.

丨
で
あ
る
◊
然
ら
‘桢
如
何
に
‘才

れ

ば

、
：
斯

か

る

線

合

的

集

中

的

決

濟

制

度

，が
_

成

^
れ
必
か
？

' 

•

こ
の
點
に
っ
か
て
，其
の
模
型
を
與
ヘ
る
も
の
は
、言
ふ
ま
で
も
敦
ぐ
爲
替
淸
箅
制
度
で
あ
る
。
爲
替
勝
^
制
度
は
求
俏
質
易
と
共
に
、

1

九
三
〇
苹
代
の
批
思
的
不
況
期
に
於
げ
る
诋
界
質
易
政
策
の
1
1大
棵
幹
を
成
し
そ
來
た
も
の
で
あ
り
、
一'九
三
一
年
十
一
月
ス
ヰ
ス
♦

,

ハ
ン
ガ
リ
ー
間
に
^

成
さ
れ
た
の
.を
初
め
と
し
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
.を
中
心
と
し
て
歐
洲
諸
國
間
敗
に
歐
洲
.
.
•南
.漱

間

に

發

展

し

，た

制
-
.

 

度
で
か
る
。
.今
玆
で
ゆ
，こ
、の
.鲥
度
‘に
っ
い
て
詳
論
す
る
、を
避
け
る
が
、
元
A 
一
 

S

W
に
於
け
.る
爲
替
淸
算
協
.定
を
寒
#
ゼ
じ
，
一
®

間 

(

.の
決
濟
關
係
を
規
觉
す
る
も
の
で
あ
，0
た
。
從
っ
て
ビ
め
^
^
が
ド
イ
ツ
を
主
た
る
中
心
と
し
て
|

^
じ
弋
|
|成
ネ
れ
そ
ゐ
た
の

 ̂

客

て

、
彥
三
國
以
上
の
多
角
的
關
係
に
ま
で
發
展
タ
し
む
べ
し
と
い
ふ
見
解
は
あ
っ
た
が
、
殆
ん
l

i

t

に
f

l
が
っ
い
.
：
 

た
の
で
あ
る
。 

. 

i 

,

..

シ故に、
こ
の
制
度
を
多
角
淸
と
し
て
發
展
也
し
め
れ
ば
、

'
經
濟
圈
支
拂
決
濟
制
度
;<
0
態
樣
は
整
備
.し
得
：る
.こ

の

で

？

, 

あ
っ
-て
、
現
に
歐
洲
經
濟
圈
に
於
；

S

て
，.も
.
、
叉
取
瓶
共
，榮
圈
に
於
い
で
も
、
.未
^
完
金
の
形
態
に
於
^
て
で
は
な
い
が
'
逐
欢
そ
，の
方
：

. 

IU
J
に
進
展
し
つ
-
\あ
る
の
で
あ
，る
：

'
:■
.
 

, 

.
'
V.
V

:

!

:

-

- 

尤
も
多
角
的
淸
算
制
度
.に
^
、
そ
の
淸
算
技
術
'の
點
'か
ら
み
て
一
一
っ
，
の

方

忒

が

鉍

り

#.
る
。
.I.

っ
は
> 

:
經
濟
圈
所
屬
國
間
ゆ
取
.引
'か
，
ぃ 

,

ら
组
ず
る
支
拂
を
、
す
べ
て
.中
.心

國

に

巢

唞

し

て

決

濟

す

る

方

，式

と

、

.
も

ぅT

っ

ぽ

、
二

ー

所

屬

國

間

户

取

到

は

达

を

-
應
當
該
兩
國
間
. 

k

於
い
て
決
濟
し
、
然
る
幾
^
の
決
濟
尻
だ
杉
を
中
心
國
に
集
中
し
て
淸
算
す
る
方
式
と
で
あ
る
。
.

紙
來
の
.自
由
經
濟
時
代
に
於
い
て
は
、
.既
に
述
べ
.
^
ぐ̂
に
、
斯
か
多
兩
方
式
が
併
用
さ
れ
て
ゐ
た
ゎ
け
：で
:|
>
る
が
、
.辣

'に

ロ

ン

ド'

:

.
* 

... 

... 

.

.

.
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.
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、
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.

ン
及
び
与
ュ
ゥ
•
ョ
ー
ク
、
を

中

心
-と
す
る
前
紫
の
方
式
が
重
き
を
占
^
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、。
而
し
て
.經

贱

圈

決

濟

制

度

と

し

て

い

；づ

れ

-*
>

■ 

• 

■ 

■ 

• 

• 

■ 

- 

- 

- 

- 
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.
•

.

、
の
，
方

式

が

滷

齠

し

て

ゐ

る

か

は

、

經

：

£

圈
の
性
格
に
依
，る
.
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
歐
洲
經
濟
圈
.の
.如 

に
^

の

所

屬

國

が

相
®

に
隣
接
：，
-. 
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圈
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決
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す
る
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考
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宄

〇

へ(

九
七
六
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、

V

，鳴
て
％
る
場
ム
1
!に
.は
前
者
の
，方
式
に
-依
る
こ
と
が
出
，來
夸
の
>
あ
る
，が
、バ
東
瓯
共
榮
圈
.の
如
く
に
^
の
範
圍
が
廣
大
で
、
相
互
の
連
絡 

^

に
相
辑
の
、時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、
寧
ろ
後
者
の
方
式
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
.で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
o,
而
も
兩
者
い
づ
れ
の
方 

式
に
依
る
'か
に
ょ
-つて、多角的淸笕制度め內部成及び

そ
の

機
關
等
に
若
于
の
差
異
を
生
ず
べ
き
で
あ
ら
う
と

思
は
れ
る
。

J!
.

.

.尙
法
'
#に
、
從
來
の
國
際
的
支
拂
決
濟
制
度
と
.經
濟
圈
支
拂
，決
濟
制
度
と
の
特
徵
を
對
此
す
る
と
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
從
來
の
機 

,

構
に
於
い
て
，は
、
集
中
的
決
濟
制
度
に
參
加
す
る
か
否
.か
、
’又

如

何

な

る

程

度

に

，於

い

て

#
加
す
る
か
は
'、
諸
國
CD
-.自
由
に
撰
び
得
る 

と
と
.ろ
で
氤
つ
た
。
而
4
そ
れ
.が
、/
個
々
め
爲
麓
錄
行
’の
資
金
操
縱
の
見
地
か
ら
行
は
.れ
た
.の
，で

あ

る。

/ 

,

.

ノ
 

’然
る
か
經
濟
-1
1
決
濟
制
度
に
於
い
て
は
、
經
濟
圈
の
，性
格
か
ら
言
<?
て
、
妬
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
參
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
の 

•
で
あ
る
。
又
苟
く
も
經
濟
圈
に
參
加
し
ぃ
共
存
共
榮
を
念
ど
す
る
，以
上
は
、
之
<に
參
加
す
る
こ
と
こ
そ
そ
の
耍
望
す
る
と
こ
ろ
で
な
け 

れ
ば
取
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

.
•
’ 

、
 

,■>

メ

か

く

の

如

く

、
そ
の
形
態
は
同
一
に
見
え
を
好
れ
ど
も
、
そ
こ
に
自
由
と
枸
朿
と
い
ふ
特
徴
が
存
し
て
.ゐ
る
わ
^
で
あ
る
。
し
か
し 

乍
ら
猶
ほ
そ
こ
に
注
意
す
べ
き
點
が
伏
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
.そ
れ
は
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
自
®
經

濟

'時

代

に

は

國

際

的

集

中 

‘

決
濟
制
度
を
利
用
す
る
か
ど
う
-か
は
金
く
自
肉
、の
建
前
と
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
形
式
的
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
.そ
の 

,

K
實
は
ヒ
の
制
度
を
離
れ
^
は
如
何
な
名
國
も
完
全
な
る
決
濟
を
行
ひ
得
な
い
，と
い
ふ
、點
に
存
し
た
の
で
あ
る
。
卽
ち
自
由
の
建
前
の 

下
に
强
制
ず
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
英
來
的
機
構
，の
眞
の
性
格
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

.
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.
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< 

.
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,經
濟
圈
決
濟
制
度
と
國
際
的
支
拂
.の
均
衡

經
濟
圈
決
濟
制
度
の
•

■
想

は

凡

そ

以

土

の

，
如

く

で

ぁ

る

.と
-1
.
‘て
も
、
問
題
の
重
點
は
.斯

か

る

機

權
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如

何

に

運
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. 

: 

、
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. 
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'

ゐ
る
。
，換
言
す
れ
ば
、
斯
か
る
機
祿
が
艰
し
て
_

滑
に
迤
營
さ
.れ
％
か
、
又
そ
の
為
め
に
は
如
何
な
る
措
置
を
必
要
と
す
る
か
と
い
ふ
，
 

と
と
で
あ
る
。
而
し
てu

の
問
題
に
つ
い
て
も
、
先

づ一

應
、
自
由
經
濟
時
代
に
味
如
何
に
し
心
順
調
な
る
運
營
が
得
ら
れ
龙
か
を
考 

察
す
る
必
要
が
あ
る
。

,.
\

 

. 

\
 

' 

•

元
來
、

ー
國
の
國
際
收
家
な
る
も
の
は
之
を
理
論
的
に
言
へ
ば
、
必
，ず
收
支
蝴
衡
し
な
け
れ
ば
な
ら
‘ぬ
の
で
あ
る
。
從
つ
て
多
數
諸 

國
の
國
，際
收
支
を
集
中
的
に
決
濟
す
る
と
し
て
も
，
當
然
全
體
と
し
て
收
支
は
芷
確
に
均
衡
を
示
す
窖
で
あ
る
> 

、

併
し
な
ダ
ら
、
撕

か

る

收

支

の

均

樹

は

形

式
'̂
の
均
衡
で
^

り
*
結
|
ど
.し
て
生
^

る
も
の
で
あ
る
0
.貧
ろ
質
易
上
•
贸
易
外 

の
取
別
か
ら
生
ず
る
國
際
歌
支
は
不
均
衡
で
あ
る
の
1

通
例
と
す
る
の
で
あ
つ
，て
.、

一

國

の

國

際

收

支

は

實

質

的

に

'
は

不

均

衡

で

あ

る 

と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
從
つ
て
多
數
諶
國
の
國
際
收
支
を
綜
合
し
て
も
.、
全
體
と
し
て
沙
受
彿
額
は
實
質
'的
に
は
必
ず
し
も
一
致
す 

る
も

の

は

な

い

。
然
ら
ば
、
實
質
的
に
不
均
衡
を
示
す
多
數
諸
國
の
國
際
的
支
拂
が
、
自
由
避
濟
時
代
に
如
何
に
し
て
調
整
さ
れ
た 

か
と
い
ふ，
に
、

そ
れ
は
一
；
つ
の

機
！！

を

通

じ

て

調

憋

さ

れ

た

の

で

あ
る
。

1

'

.第
一
は
、
爲
替
和
場
の
變
動
に
よ
る
調
整
で
あ
る
。
即
.ち
、
若
し
一
國
.の
國
際
收
支
.の
實
M /
的
不
，均
衡
が
大
と
な
れ
ば
、
h
れ
、に
應 

じ
て
當
該
國
の
爲
替
相
場
が
騰
貴
又
は
，俄
洛
し
、•

そ
_れ
に
^
つ
で
或
る
種
の
受
拂
額
が
增
加
又
1
減
少
し
て
-以
ク
て
-
當
該
國
々
際
收 

吏
の
狀
观
を
均
衡
又
.は
逆
轉
&

き
得
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
こ
の
種
の
，_
盤
は
自
動
的
の
調
^

な

，
の

、で

あ

'

グ

1

、

.

.第
二
は
、
國
際
收
支
の
均
衡
を
齎
ら
す
が
如
迳
操
作
又
は
取
引
に
よ
.る
調
盤
で
あ
る
，:°
こ
の
，種
の
調
_
に
は
、
國
際
決
濟
の
中
心
國 

_
に
於
い
て
採
ら
れ
る
操
作
义
は
取
別
に
俠
る
も
の
と
ノ
恥
心
國
1
利
;|
]
す
る
多
數
訊
國
侧
に
於
け
る
そ
れ
に
依
も
\

の
と
が
あ
る
の 

で
あ
る
が
、
之
を
具
體
典
に
擧
げ
る
と
、
そ
‘の
生
总
る
も
の
は
次
の
机
く
で
あ
る
。
，

,

\

C
1
)

多

數

諸

國

は*
そ

の

國.際

取
01
、
上

に

生

ず

，る
、余

剩

爲

替

資

金

を

常

に

樹

カ

中

心

國

市

場

に

集

中

保

有

す

る

-こ

と
、

- 

輝
濟
_
友
柳
^

濟
制
度7 r

關
す
，る

浩

千

の

考

察:

,

< 

/ 
‘

五

一

，

(

九
七
.

1〕

、



,

經
濟
獨
友
拂
決
濟
制
度
I

闕
す
る
葙
千
パ
考
嵚

 

* 

. 

- 

>

5「
C

九
七
八)

, 

(
1
9

中
心
■

が
#,

數
諸
國
か
ら
多
*

の
商
品
輸
，入
を
行
冬
こ
^

が
、

多

數

諸

國

の

國

際

收

，吏

の

調

節

に

役

究

つ

こ

と

ハ

(

三)
中
心

1

常
に
長
期
投
资
乂
は
グ
レ
デ
ィ
ッ
ト
の
供
與
を
行
ふ
こ
と
ノ

 

/
 

.

、

(

四
>'

金
の
現
浍
に
よ
り
.調
盤
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ぺ

て

，

‘ 

.

启
由
經
濟
時
代
に
於
け
る
#

界
1

の
國
際
的
吏
拂
の
調
盤
は
取
の
彻
き
諸
機
構
1

じ

て

行

は

れ

た

の

で

あ

つ

，
て
、
國

際

決

濟

の 

.
中
心
國
は
斯
か
る
麗
の
可
能
性
を
興
へ
得
た
，國
で
あ
り
、
又
之
を
よ
り
多
ぐ
與
へ
得
た
が
故
に
中
心
&

の
地
位
を
卢
め
，た
の
で
あ 

る
。
例
へ
ば
ロ
ン
ド
ン
が
批
桃
爲
轉
の
小
心
-
市
場
と
な
つ
た
の
は
、

- 

、
 

, 

2

〕

イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ジ
K

•
ス
ク
，
1

リ
ン
グ
が
殽
も
安
定
し
た
通
貨
で
あ
つ
た
と
と
、 

，

,
0

0

 

a

ン
ド 

>
,

は
自
由
為
る
爲
替
市
場
及
び
金

$

を
有
し
た
こ
と
、

,

，

、

. 

d 

(
j

l
o

 

a
S

"

ド
ン
‘

が
®

l
i

せ
名
免
融
機
‘

構
を
布
し
、
且
そ
の
余
融
機
關
が
國
際
的
取
引
に
憤
熟
せ
る
こ
と
、

,

.

(

四)

イ
ギ
リ
ス
が

^

晶
及
*ひ
對
外
投
齊
を
互
繃
に
行
つ
た
こ
と
、丨
| 

' 

'

等
の
理

I

依
つ

f

I

'

f

 

I

ら
れ
て
ゐ

i

l

l

.

,

 

,
.

;
;

J 

:

,

,

.
そ
こ
で
間
題
を
經
濟
圈
に
移
し
て
み
るA

T
,

經
濟
圈
は
固
#

り
綜
合
的
輕
濟
計
靈
を
も
炎
な
け
れ
ぱ
圓
激
な
る
運
營
を
み
る
.こ

^

.は 

出
來
ず
經
濟
圈
そ
ル
咱
體
の
存
續
を
す
ら
危
殆
に
陷
ら
し
む
ふ
虞
れ
が
あ
る「

從
つ
て
經
濟
圈
に
於
い
て
は
、
皿
國
間
の
受
拂
關
係
：
 

が

自

由

取̂!
に

よ

つ

て

不

均

衡

に

陷

る

と

い

ふ

ヒ
，と
は
あ
り
得
な
いわ
け
，であ
る
。
經
濟
1«
*
罾
に
，よ
つ
ズ
之
を
均

衡

せ

し

，
め

る

こ

.
と
は
. 

固
よ
り
可
能
の
之
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
各
所
屬
國
は
そ
れ
ぞ
れ
の
經

濟

妳_

を
有
す
.る
’
の
，
で

あ

る

か

ら

、
，
各

所

屬

國

相

瓦

の

簡

の

：
.

.

こ
-

.

-

:」

-

,

.

.

.

. 

.. .
.
.
.
.
.
.

 

-
■
■
■-
-
 

-
i 
:■ 

-
-
-
-
- 

>1 

: 

. 

» 

/ 

/

受
拂
關
係
を
芷
確
に
均
衡
せ
し
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
又
不
必
要
で
も
あ
る
。‘
各
所
屬
國
の
圈
內
支
拂
關
係
は
中
心
指
導
國
に 

集
中
決

f

t

の
で
あ
る
か
ら
、
園

支

拂

關

係
|

體
と
し
て
々
受
拂
差
額

H

い
t

に
I

運
f

れ
ふ
よ
い
わ
け
で
あ

ヒ
れ
が
經
濟
圈
支
拂
決
濟
制
度
と
し
て
は
、
最
も
理
想
的
、の
運
營
形
態
.と
い
.ふ
こ
と
が
祁
來
る
。
し
か
し
乍
ら
、
如
何
に
經
濟
圈
と

.

- 

• 

. 

, 

. 

- 

■ 

- 

■ 

. 

■

»
 

• 

... 

• 

■ 

: 

> 

. 

-

.
■.
 

... 

. 

'• 

'
.

は

言

へ

、
：
齒

濟

圈

金

腧

の

發

展

の

た

め

に

物

資

の

交

流

そ

.
の
她
を

 '1

方

，に

偏

し

て

行

は

-

ね
ば
な
ら
ぬ
が
，如
き
場
合
が
‘常
に
起
る
冬
の
で
:' 

I

O
又
各
澌
屬
國
の
經
濟
的
條
件
か
ら
言
っ
て
も
、
受
拂
差
.額
の
坐
ず
る
國
と
時
期
と
が
當
然
あ
り
得
る
の
洛
あ
つ
て
、
之
.：を
全
體
： 

と

し

て

綜

合

し

て

も

、

受

拂

差

額

の

全

，く
零

に

-歸
す
る
と
い
ふ
の
は
寧
ろ
異
例
と
冒
.つ
，て

も

過

言

で

は

な

，い

で

あ

ら

ぅ

。

、
.:'
■

.而
も
斯
か
名
場
合
.に
强
ひ
て
之
を
一
致
せ
レ
め
ん
と
す
れ
ば
、
そ
れ
^
け
い
づ
れ
か
の
亂
又
枕
時
期
^;
於
W

}
M I
濟
的
交
流
關
係
の

.
J 

. 

- 

-
 

-
 

-
 

- 

I 

' 

— 

' 

. 

' 

■
'
 

f 

- 

.
 

-
 

-
 

.
 

- 

-
 

■ 

■ 

■ 

■ 

- 

»
- 

-

.

-
 

'

.
' 

' 

 ̂

V 

.
!

廣
展
が
贱
害
名
れ
.る
.と
：い
ふ
結
课
.に
陷
^

の
：

」

で
あ
る
。
從
來
の
..爲
馨
算
制
度
に
於
い
て
も
、
兩
國
間
の
.：支
拂
關
係
が
豫
定
.の
：齒
衡
狀

. 

無

^
落

付

く

必

要

：土
ク
_

國
間
の
寶
嶔
ぞ
の
他
の
餵
濟
取
引
が
兎
角
.そ
.の
；發

展

衡

を

妨

げ

ら

れ

る

傾

向

史

唷

ル

た

：の
：で
私
っ

.て
、
' こ
れ 

と
令
；
く

同

様.の

事

態

に

扉

着

す

、る

の

で

あ

る

。

. 

'
 

、

ン

，

I 

,

.

、

そ
れ
故
に
*
經
濟
圈
多
角
淸
縛
制
度
が
從
來
の
，爲
替

淸
算
制
度
の
缺
陷
か
ら
‘如
何
に
‘1>
-て
-脫
出
し
，
得

る

か

と

い

ふ

點

が

、
、
經

濟

圈

の

.
:
-■
• 

-
 

-
 ■ 

-
 

- 

: 

y 

.
 

-

.:
ぐ

-'.
,

こ
-:
'
,
-
.
.
.
:
-
.
.
-

 

-

 

-

-

.

發
展
性
の
た
め
に
考
究
さ
れ
な
忖
れ
ば
.な
ら
ぬ
.と

こ
ろ
な
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
圈
杓
支
拂
の
差
額
ば
如
㈣
に
し
-
て

調

整
さ

れ
る
で
あ

 

ら
ぅ
か
,?
-
 

* 

, 

こ
の
點
■に
つ
い
て
、
爲
替
相
場
を
、通
ず
る
調
盤
を
み
'る
に
、
I?
!
由
經
濟
に
於
い
.そ
は
爲
替
相
場
と
國
際
收
支
と
は
交
互
に
自
動
的
調 

整
機
能
を
^
し
て
ゐ
た
の
で
あ
み
於
、
經
濟
圈
に
於
い
て
は
靳
か
义
調
盤
を
水
め
る
こ
と
が
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、 

經
濟
圈
に
於
け
名
物
資
ぞ
の
他
の
交
*流
關
係
は
一
定
<0
爲
替
相
場
を
飾
提
と
し
て
，計
畫
化
し
得
，る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
つ
、て
、
若
し 

そ

の

前

提

た

る

爲

替

相

擞

，が

變

更

さ

れ

石

な

k
ば
、
-物
資
そ
の
他
の
交
流
關
係
も
所
定
の
、計
畫
'が
遂
行
出
來
ず
、
全
體
と
，丄
て
-の
訃
晝 

性
を
槐
亂
に
導
く
虜
れ
が
.あ
る
の
で

あ

る

。

< 

齓

ち

經

濟

圈

-
£
於

い

て

は
、
爲
替
相
場
の
固
定
性
が
絕
對
的
に
で
は
な
い
が
、
へ
或
る
®

‘
.

經

濟

圈

史

拂

快

篇

度

に

.關

す

る

轵

干

の

考

察

.

•

パ
，

‘
：

.
-

,

五一

一

て

(

九
七
九

)

、
.

I
:
: 

.

.

.

. 

V
.
'
.

!■
.
: 

'•
'
、

：
»
: 

,
 

... 
; 

- 

.

:

•■
■
.

.',
■+
,
.

 

:.

.

.

.

.
:

.

\ 

.

.

.

.

. 

:
.
f 

- 

r
> 

... 

. ... 

.
-
V
-
.

. 

- ,
h 

.

.

.

. 

.
V 

• 

. 

.

.

.

.

. 

•
- 

T
. 

.

,

:

-

.
 

V
.



‘
捋
濟
闺
友
拂
決
濟
制
度
に
關
サ
る
萃
の
者
察
、

、

、
’ 

五

四

C

九
V

9

' 

■
■
-
.
 

:
'

■
■
■
■

.
■
: 

. 

.
-
•■-'
-
.
-
-
-

■ 

へ-
-
:

V.. 

:
 

-*.
- 

-
-
.
.
.
.
J
:
:
-
.
- 

, 

r 

.
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ぃ-p
て
、
そ
の
變
处
を
通
ず
る
支
拂
關
係
の
調

#

，は
寧
ろ
不
斷
に
行
は
る
ベ
き
も
の
で
は
な
い
の
で 

‘

る
。 

'
 

:

/

 

,

,

そ
匕

で
、

.

調
_

の̂

め
.
.の
&

作

又

，
は

敢

别

.

部
必̂

^

^

ぶ

の

、
で

あ
.

る
が
、
ユ
隨
榻
諸
項

.

の
ぅ
ち
で
、.

.

金
の

'

刹
用
は
經
濟
圈
に
於
；s

'

て
は

_
 

寧
ろ
異
例
と
す
べ
き̂

の
で
あ
ぶ
と
言

-0

ヤ
ょ
い

:.
/

0

叉
.

中
心
國
に

#

暴

鲁

^

及
次
歎
歡
資
は
§

に»

歲
<5
0
,

^

^

1|
:

ね
钽
含
'さ 

れ
て
ゐ
る
筲
の
も
の
で
あ
今
從
っ
て

-:
;

'

-

中

：咖

_

に

依
,:
|
>
;タ

- -
? 7

ィ
ろ
- >

の
、像
與
及
；
^

^

^

國
へ
の
バ
：ラ
シ
ス
の
_

中
常
置
が
殘
_

れ
.た
_

能
と
^

る
の
^

^

を
0
::
:
:
.
:
:
;
.
';
'
-■
,

.

■

,

)

:か

し

そ

意

：の
：宇

段

の

ぅ

ち

'で
も
、
中
心
國
に
■

貧

.P叩
ぬ
追
加
的
：輸

出

ぼ

、
旣

賺

»
外

の

も

；り

で_

る

か

ら

：：、

ぎ

ず

し

も

大

な
 

名
効
果
^
期
待
ル
打
な
い
ひ
あ
ト
ぅ
“
隨

つ

て

、

中

鳴

國

：に
：ょ

'る
^
ぶ
ァ
：̂
ッ
^:
ぬ

供

與

並̂

所

屬

國

に

オ

る

：中

心

國

へ

^
殘

高

常

置 

:が
ぞ
こ'摩

求

實

行

し#
ら
れ
る
，か
に
ょ
つ
て
、
經
濟
圈
'吏
拂
決
濟
體
制
.の
..蓮
營|

左
右
さ
‘：れ
ん
t
觀
.
る

：こ

と

：
が

出

來

る

，
の
,
で 

ち
>
こ
如
等
の
金
、融
的
操
作
が
十
分
に
行
比
れ
得
る
な
.ら
ば
、
そ
れ
だ
..和
經
_
圈
經
寫
仰
發
展
胜
來
あ
る
扣
け
で
：.あ
.り
、
：
又
そ
れ
の
餘 

:

滩
^

v

け
れ
.ば
安
れ
：だ
け
、
後
者
の
.發
展
性
は
制
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